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五
月
二
十
三 

 

６月は 

加入促進月間 
たくさん仲間を迎えよう!! 
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北多摩東ニュース 

シ
リ
ー
ズ 

教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
③ 

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に 

広
が
る
反
対
の
世
論 

 集
団
的
自
衛
権
と
は
、
日
本
へ
の
攻
撃
が
な
く
て
も
武
力
行
使
を
す
る
こ
と

で
す
。 

安
倍
首
相
は
私
的
諮
問
機
関
の
提
言
を
受
け
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
と
い
う
憲
法
解
釈
の
変
更
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
や
り
方
に
対

し
て
も
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

◆
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
声
明 

 

会
長 

浅
田
次
郎 

安
倍
首
相
の
政
治
的
手
法
は
あ
ま
り
に
乱
暴
で
は
な
い
か
。
国
会
の
議

論
や
閣
議
決
定
も
し
な
い
ま
ま
個
人
的
に
集
め
た
「
諮
問
機
関
」
な
る
も

の
を
受
け
て
、
憲
法
の
解
釈
と
国
の
あ
り
方
を
一
方
的
に
変
更
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
…
…
こ
れ
ら
、
民
主
的
な
手
段
を
ま
っ
た
く
踏
ま
な
い
首
相

の
政
治
的
手
法
は
、
非
常
識
で
あ
り
。
私
た
ち
は
到
底
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。 

◆
朝
日
新
聞 

集
団
的
自
衛
権 

首
相
の
進
め
方
適
切
で
な
い
６
７
％ 

 

毎
日
新
聞 

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
変
更 

反
対
５
６
％ 

◆
「
海
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
保
護
」
と
い
う
口
実
に
も
疑
問
の
声 

 

「
軍
隊
と
一
線
を
画
す
」
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
基
本
方
針

で
す
。
中
立
・
公
平
が
人
道
支
援
の
原
則
。
軍
隊
と
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ

る
と
、
中
立
性
が
担
保
さ
れ
ず
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表
の
声 

◆
元
内
閣
法
制
局
長
官
ら
も
「
立
憲
主
義
の
破
壊
に
反
対
」 

 

立
場
の
違
い
を
超
え
て
「
国
民
安
保
法
懇
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

国
会
で
の
論
議
で
も
、
そ
の
危
険
な
ね
ら
い
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
海
外
で
武
力
行
使
を
し
な
い
」
と
い
う
憲
法
の
歯
止
め
を
な
く
す
、
国

の
あ
り
方
の
大
転
換
で
す
。 

 

 

都
労
連
と
都
側
で
妥
結 

 

夏
の
ボ
ー
ナ
ス 

 

１
．
９
月
分 

 
 

再
任
用
職
員
は
０
．
９
７
５
月
分 

６
月
３
０
日
に
支
給 

 

増えれば元気 100倍 

 支部教研シリーズ「教科書と学力」 

算算数数・・数数学学のの授授業業づづくくりり        

●日時 ６月２０日（金）１８：２０～２０：２０       

●場所 北多摩東教育センター（ＪＲ中央線東小金井駅南口 徒歩３分） 

●講師 岩村繁夫さん（町田市立小学校非常勤教諭 数学教育協議会常任幹事） 

著書『いきいき算数４年生』（ひまわり社） 『比例の発見』（太朗次郎社） 

『５分の準備でクイック算数遊び＆パズル』（いかだ社）など 

算数・数学の授業づくりに悩んでいる先生は必見！ 

子どものつまずきに気づき、「わかった！」の笑顔をひきだす授業づくりを学びます。 

五
月
二
十
三
日 

 

支
部
教
研
シ
リ
ー
ズ
「教
科
書
と
学
力
」 

子
ど
も
に
つ
け
た
い
言
葉
の
力 

  

今
年
は
小
学
校
教
科
書
採
択
の
年
。
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
や
市
で
、
採
択
に
向
け
た
動
き
が
始

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
今
だ
か
ら

こ
そ
、
も
う
一
度
、「
子
ど
も
に
と
っ
て
い
い
教

科
書
と
は
？
」
「
今
、
本
当
に
つ
け
た
い
力
と

は
？
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
始
ま
っ
た
今
年

の
支
部
教
研
。
第
一
回
目
は
、
中
山
和
人
先
生

を
講
師
に
招
き
、
国
語
の
説
明
文
の
読
み
深
め

方
（
一
読
総
合
法
）
、
「
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
カ
ー
ド
」

に
よ
る
作
文
と
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
学
習

な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

 

最
近
、
「
単
元
を
通
し
て
の
言
語
活
動
」
と
よ
く

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
物
語
文
が
最
終
活
動
に

向
け
て
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
中
山
先
生
の
授
業
を
実
際
に
体
験
し

て
、
短
い
時
間
内
で
も
深
い
読
み
取
り
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

（
小
金
井 

小
学
校
教
員
） 

  

「
左
」
「
右
」
と
い
う
漢
字
の
書
き
順
の
教
え
方

で
、
「
一
ノ
エ
さ
ん
」
と
「
ノ
一
ロ
ウ
く
ん
」
と
い
う

教
え
方
は
、
漢
字
に
親
し
ん
で
勉
強
で
き
る
の

で
、
明
日
以
降
、
児
童
に
教
え
て
あ
げ
た
い
で

す
。 

 

自
分
の
中
で
、
カ
タ
カ
ナ
を
意
識
し
て
勉
強
し

た
こ
と
が
な
く
、
軽
く
見
て
い
ま
し
た
が
、
と
め
・

は
ね
・
は
ら
い
、
筆
順
に
意
識
し
て
指
導
す
る
こ

と
で
、
漢
字
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
べ
て
よ
か
っ
た

で
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

（
三
鷹 

教
育
実
習
生
） 

 

 


